
 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
猫
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
、
等
へ
」 

 
か
わ
い
い
猫
ち
ゃ
ん
が
庭
に
・
・
も
し
か

し
て
排
泄
？ 

し
か
も
リ
ピ
ー
タ
ー
・
・ 

飼
い
猫
か
？
地
域
猫
か
？
野
良
猫
か
？ 

 

し
っ
か
り
飼
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が

飼
い
主
の
皆
さ
ま
に
お
願
い
で
す
・
・ 

一
、
飼
い
主
の
責
任
と
し
て
終
生
飼
養 

を
し
ま
し
ょ
う 

二
、
不
妊
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う 

三
、
所
有
者
明
示
を
し
ま
し
ょ
う 

四
、
室
内
飼
養
を
し
ま
し
ょ
う 

（
利
根
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
） 

野
良
猫
対
策
・
地
域
猫
対
応
も
同
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
ご
参
考
に
・
・ 

  「
会
館
西
側
入
口
の
門
扉
撤
去
の 

お
知
ら
せ
」 

  

自
治
会
館
西
側
の
入
口
か
ら
会
館
建
物
の

玄
関
先
ま
で
車
椅
子
等
の
使
用
を
想
定
し
、

ス
ロ
ー
プ
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
他
方
、

敷
地
入
口
に
は
防
犯
の
た
め
門
扉
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

今
般
、
車
椅
子
等
の
利
便
性
を
優
先
す
べ

き
と
の
判
断
が
あ
り
、
自
治
会
と
し
て
１
月

末
を
も
っ
て
ス
ロ
ー
プ
入
口
の
門
扉
を
撤
去

い
た
し
ま
し
た
。 

  
 

 

 

３ 利根フレッシュタウン自治会 

 

令和６年３月１７日 

「
防
災
力
再
点
検 

- 

消
火
器
の
設
置
・ 

家
具
の
転
倒
防
止
措
置
に
つ
い
て
」 

 

火
災
発
生
及
び
、
近
隣
へ
の
延
焼
を
防
ぐ

観
点
か
ら
、
自
宅
へ
簡
易
な
消
火
器
の
設
置

を
考
え
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
？ 

 

フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
ウ
ン
で
も
、
家
屋
火
災
他

の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
の
街
に
は
、
50
数
基
の
消
火
器
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
そ
れ
ら
自
治
会
が

設
置
・
管
理
し
て
い
る
消
火
器
が
間
に
合
え

ば
い
い
の
で
す
が
、
代
替
手
段
と
し
て
、
簡

易
な
消
火
器
を
ご
自
宅
に
備
え
る
こ
と
で
、

火
災
の
消
火
に
役
立
ち
ま
す
。 

 

自
宅
で
出
火
し
た
際
に
、
消
火
に
何
が
で

き
る
か
も
考
慮
に
い
れ
ま
し
ょ
う
。 

 

電
気
系
統
が
出
火
原
因
の
場
合
、
石
油
か

ら
の
出
火
の
場
合
、
水
を
使
っ
て
も
、
火
災

を
拡
大
し
て
し
ま
い
ま
す
。
必
ず
消
火
器
を

使
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

比
較
的
安
価
な
消
火
器
が
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。（
１
千
円
か
ら
２
千
円
程
度
）。 

 

ご
自
宅
の
各
階
に
一
台
ず
つ
消
火
器
を
備

え
、
万
が
一
出
火
し
た
際
も
、
即
座
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
し
た
ら
如
何
で
し
ょ
う
？ 

 

た
だ
し
、
消
火
器
で
消
せ
る
の
は
初
期
火

災
で
、
炎
が
20
～
30

cm
ま
で
、
そ
れ
以
上
に

炎
が
拡
大
し
た
ら
、
諦
め
て
逃
げ
て
119
番
通

報
、
近
隣
に
も
知
ら
せ
て
下
さ
い
。 

 
 

東
日
本
大
震
災
・
能
登
半
島
地
震
及
び
、

水
害
時
、
二
次
被
害
と
し
て
の
火
災
が
被
害

拡
大
及
び
、
被
害
者
の
増
大
の
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

                                     

最
後
に
、
地
震
災
害
時
、
被
害
者
の
死
亡

原
因
の
8
割
は
家
具
等
の
下
敷
き
に
よ
る
も

の
で
す
。
家
具
の
転
倒
を
防
ぐ
、
固
定
器
具

の
設
置
も
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

  

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
住
民
間
の 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
」 

電
話
や
紙
媒
体
（
手
紙
・
チ
ラ
シ
・
回
覧

等
）
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

っ
た
情
報
の
入
手
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
手
軽
な
媒
体
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す

（
メ
ー
ル
、L

IN
E

、S
N

S

他
） 

 

情
報
手
段
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

い
、
利
便
性
向
上
（
即
時
性
、
１
対
他
へ
の

同
報
、
自
分
の
都
合
の
い
い
時
に
閲
覧
、
回

答
、
紙
媒
体
の
削
減
等
）
を
図
る
目
的
で
、

住
民
間
で
の
活
用
促
進
を
図
り
ま
し
ょ
う
。 

  

そ
の
目
的
で
、
皆
さ
ん
に
情
報
を
届
け
る

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
を
お
願
い
す
る
予

定
で
す
。 

(

登
録
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
そ
の
目

的
の
為
、
権
限
を
与
え
ら
れ
た
限
定
さ
れ
た

管
理
者
の
み
で
使
用
し
、
そ
れ
以
外
、
第
三

者
へ
の
情
報
提
供
は
致
し
ま
せ
ん
。) 

ま
た
、

登
録
い
た
だ
い
た
ア
ド
レ
ス
に
同
報
通
信
に

よ
る
告
知
の
他
、
QR
コ
ー
ド
を
入
り
口
と
し

て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
に
よ
る
双
方
通
信
に

も
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。
ス
マ

ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
パ
ソ
コ
ン
で
QR
コ
ー
ド

か
ら
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
し
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。
別
途
、
QR
コ
ー
ド
の
使
い
方
の

告
知
も
含
め
活
動
開
始
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

                                     

自
治
会
よ
り
お
知
ら
せ 

 

「
防
災
力
の
再
点
検
を
―
火
災
警
報
器
」 

 
 

 
 

災
害
時
に
、
災
害
直
後
の
火
災
が
大
き
な
被

害
の
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
出
火
防
止

も
含
め
て
、
ご
自
宅
の
火
災
防
止
対
策
を
見
直

し
ま
し
ょ
う
。 

 

自
宅
の
各
部
屋
（
台
所
だ
け
で
な
く
）
に
火

災
警
報
器
は
つ
い
て
い
ま
す
か
？ 

 

キ
ッ
チ
ン
・
ス
ト
ー
ブ
を
使
っ
て
い
る
部

屋
。
そ
の
他 

火
元
に
な
り
そ
う
な
部
屋
に
火

災
警
報
器
は
つ
い
て
い
ま
す
か
。 

自
宅
か
ら
の
出
火
を
防
ぐ
た
め
だ
け
で
な

く
、
近
隣
家
屋
へ
の
延
焼
被
害
も
考
慮
に
い

れ
、
充
分
な
対
策
を
講
じ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。 

１
台
三
千
円
程
度
で
購
入
で
き
ま
す
。
他
の
部

屋
に
も
火
災
発
生
を
知
ら
せ
る
タ
イ
プ
の
警

報
器
も
あ
り
ま
す
。 

火
災
警
報
器
が
つ
い
て
い
て
も
、
電
池
切
れ

等
で
、
作
動
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
電
池

寿
命
は
約
十
年
。
定
期
的
に
動
作
確
認
も
忘
れ

ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。 

                          

利根フレッシュタウン自治会 

 

令和６年３月１７日 ２ 

自
治
会
は
、
そ
れ
を
受
け
て
内
容
を
精
査

し
、
76
項
目
に
要
約
し
三
つ
の
判
定
基
準

(

A
・
B
・
C)

に
よ
り
層
別
を
行
っ
た
。 

 

A
＝
自
治
会
と
し
て
、
認
識
し
即
実
行
可

能(

37
項
目) 

B
＝
自
治
会
の
決
議
を
経
て
、
審
議
・
検

討
の
上
、
実
施
可
能(

37
項
目) 

C
＝
自
治
会
総
会
の
承
認
が
必
要 

(

2
項
目) 

 

実
施
に
当
た
り
、
A
の
項
目
に
つ
い
て
は
、

出
来
る
も
の
か
ら
逐
次
実
施
。
B
の
項
目
で

重
要
度
、
緊
急
性
を
要
す
る
課
題
は
、
優
先

順
位
を
決
め
、
早
急
に
検
討
す
る
。 

    

課
題
一 

 
自
主
防
災
活
動 

 

① 

「
ま
さ
か
」
に
対
応
し
得
る
平
時
の 

情
報
交
流
と
心
構
え
に
つ
い
て
「
行

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
る 

 

② 

支
援
隊
と
要
支
援
者
と
の
日
頃
の 

接
触
を
深
め
、
民
生
委
員
と
の
日
頃

の
情
報
共
有
と
「
協
働
」
の
仕
組
を

作
る 

   

課
題
二 

班
長
制
度 

 
 

① 

高
齢
化
や
生
活
環
境
の
変
化
に
合
わ 

せ
「
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
検
討
・ 

整
備
を
進
め
る
。 

 

課
題
三 

総
務
関
連
業
務
の
検
討 

 
 

① 

役
割
分
担
の
偏
り
、
特
に
会
長
・
三
役

へ
の
負
担
増
の
有
無
の
検
証
及
び
役

割
分
担
の
検
討
を
行
う
。 

 

② 

理
事
の
人
数
削
減
。
自
治
会
活
動
の
検

証
、
業
務
の
効
率
化
・
標
準
化
を
推
進

し
、
現
行
20
名
を
14
名
体
制
へ 

 

課
題
四 

住
環
境
の
整
備 

 
 

① 

カ
ラ
ス
対
策 

カ
ラ
ス
に
よ
る
「
生
ゴ
ミ
」
喰
い
散 

ら
か
し
被
害
は
、
住
環
境
を
阻
害
す 

る
。
こ
の
問
題
に
関
し
、
今
ま
で
種
々 

の
対
策
を
講
じ
て
き
た
が
抜
本
的 

解
決
に
至
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
も
う 

一
度
原
点
に
か
え
り
検
討
す
る
必
要 

が
あ
る
【
ネ
ッ
ト
、
ゴ
ミ
袋
、
会
員 

の
対
応
（
意
識
改
革
）
な
ど
】 

 

② 

ゴ
ミ
出
し
問
題 

日
々
発
生
す
る
ゴ
ミ
の
処
理
は
悩
ま 

し
い
問
題
で
あ
り
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ 

ン
へ
の
運
搬
は
、
高
齢
者
に
と
っ
て 

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。 

町
の
「
思
い
や
り
訪
問
収
集
」
事
業
に

は
制
約
が
あ
り
、
町
と
の
協
議
も
必
要 

と
思
う
。
自
治
会
と
し
て
検
討
し
独 

自
の
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。 

（
例
え
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
公
募 

な
ど
） 

 

課
題
五 

自
治
会
だ
よ
り
の
活
用 

 
 

① 

自
治
会
だ
よ
り
の
果
た
す
役
割
は
大 

き
く
、
そ
の
意
義
と
重
要
性
は
誰
も
が 

認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

                      

「
高
齢
化
対
応
」
の
自
治
会
活
動 

を
ふ
り
か
え
り 

  

会
長
代
行 

小
林 

宏 
  

「
高
齢
化
」
と
は
高
齢
者
人
口(

65
才
以
上)

の
割
合
が
7
％
以
上
と
な
る
こ
と
を
い
う
。 

 
 

 

更
に
高
齢
化
率
が
14
％
の
社
会
を
「
高
齢

化
社
会
」
、
21
％
以
上
を
「
超
高
齢
化
社
会
」

と
呼
ぶ
。
現
在
の
日
本
は
医
療
の
進
歩
や
公
衆

衛
生
の
向
上
、
経
済
成
長
に
伴
う
生
活
の
質
の

向
上
に
よ
り
平
均
年
齢
が
大
幅
に
伸
び
「
超
高

齢
化
社
会
」
と
な
っ
て
い
る
。
今
、
私
達
の
住

む
利
根
町
は
ど
う
か
？ 

 

令
和
五
年
十
月
一
日
現
在
の
デ
ー
タ
に
よ

る
と
高
齢
化
率
は
46
％
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
ウ

ン
で
は
、
60.8
％
と
非
常
に
高
い
そ
う
で
、
自

治
会
と
し
て
令
和
三
年
七
月
、
高
齢
化
進
行
下

で
の
自
治
会
活
動
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
小
委
員

会(

注
1)

を
立
上
げ
た
。(

メ
ン
バ
ー
後
述) 

 

具
体
的
に
は
、
自
治
会
活
動
の
現
状
に
つ
い

て
、
総
務
・
文
体
・
環
境
の
三
部
門
の
活
動
を

洗
い
出
し
、
高
齢
化
対
応
の
観
点
か
ら
問
題
点

と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
、
提
言
内
容
を

ま
と
め
自
治
会
へ
答
申
し
た
。 

 

今
後
も
継
続
し
て
ゆ
く
上
で
、
主
た
る 

提
言
内
容
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て 

い
る
防
災
関
連
を
は
じ
め
、
タ
イ
ム 

リ
ー
な
課
題
を
掲
載
し
て
い
く
こ
と 

を
推
奨
し
た
い
。 

   

結
び- 

 
 「

高
齢
化
対
策
委
員
会
」
は
自
治
会
か
ら
の

諮
問
に
よ
り
、
令
和
三
年
七
月
二
十
五
日
か

ら
毎
月
2
回
、
計
10
回
に
亘
り
審
議
を
重

ね
、
提
言
を
ま
と
め
た
。
そ
し
て
、
高
齢
化

が
顕
著
で
あ
る
現
在
に
お
い
て
、
想
定
期
間

を
5
年
間
と
定
め
今
日
に
至
っ
て
い
る
。 

 

自
治
会
と
し
て
は
即
、
実
施
可
能
な
も
の
は

既
に
実
行
に
移
し
て
い
る
。
今
回
、
課
題
と

し
て
取
り
上
げ
た
項
目
は
、
検
討
が
必
要
な

も
の
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
期
間
（
令
和
八
年
）

内
に
解
決
す
る
の
は
至
難
の
「
わ
ざ
」
で
あ

る
と
思
う
。
自
治
会
と
し
て
、
限
ら
れ
た
人

員
で
通
常
業
務
と
並
行
し
て
推
進
し
て
い
く

た
め
に
は
、
有
識
者
を
募
り
検
討
し
て
い
く

こ
と
を
提
案
し
、「
結
び
」
と
し
た
い
。 

 

(

注
1) 

小
委
員
会
メ
ン
バ
ー 

 
 

委
員
長
＝
小
島
和
彦 

 
 

副
委
員
長
＝
羽
賀
堅
二 

 
 

委
員
＝
齊
藤
悦
郭 

 
 

委
員
＝
高
橋
武
夫 

 
 

委
員
＝
田
中
眞
一 

 
 

委
員
＝
高
安
雄
一 

 
 

委
員
＝
伊
原
靜
枝 

 
 

書
記
＝
小
林
宏 

        


